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1. はじめに

王子成 10年 12月に文部省から出された中学校学習

指導要領の改定により， r技術・家鹿Jの家鹿分野は，

A生活の自立と衣食住と B家族と家産生活の 2つと

なった。うち， A生活の自立と衣食住の内容の一つ

である「衣服の選択と手入れ」では，指導事項とし

て「衣競と社会生活とのかかわりを考え，目的に応

じた着用や偲性を生かす藷用を工夫できることJと

あり，保健衛生的な務方を中心として行ってきたこ

れまでの指導から，個性重視の指導への転換を考え

なくてはならない状況となっている。これ以前に示

された学習指導要領でも，着用，着方に関する内容

はあったが，1活動にふさわしい務方jやf持，場所，

g的にあった外出藩の着装J，r中学生らしい着用j

などのように，いわゆる常識や一般論で語られる範

到の内容にすぎなかったC さらに，平成元年の学習

指導要領に基づく指導舎では f倒性的な務用の指

の文言があるもの，教科番での取り扱いもわず

かで，それほど重視されていないことは明らかで

あった。

今田の指導要領改定が実施される王子成14年度から

の教科舎では， r倒性を生かす務用」に関する記述が

これまでより大幅に増え，しかも「自分らしくJ
合うJr流行JrコーデイネートJなどの新しい概念

がキーワードとして登場している。このことは，こ

れまでの被服教育における着装教育の中心が「身体

(受付加02年 3月28a/審査終了2∞2年4月4日)

守 020-8550盛岡市上関与18-33

的快適さjを話指すものであったのに対し，今後は

これに加えてf心理的快適さjの概念:を取り入れ，衣

服を着用することを個人にかかわる事柄ととらえて

指導する方向に変化しつつあることを示している。

本論文は，これらをふまえ，大学生に務装教育に

ついての考えや意見，これまでの学習経験などを調

査し，その結果を参考にしながら丹間性を生かす着

用jの指導にあたって現場でどう取り組むべきか，

どのような点をふまえるべきかについて，筆者の考

えを示すものである。(なお， r身体的快適さ」およ

び f心理的快適さJは，筆者の命名による。)

2.着装教育に関する調査

2.1 調査時期および対象者

2C削年 12月から 2∞2年2月にかけて岩手大学教

育学部小学校および中学校教員養成課程の2-4年次

学生90名に対し，以下に示す質調lを自由記述させ

た。自I1又数は86名である。この学生たちの約半数は

回答時点で小学校または中学校で 3-4i1!!鵠の教育実

習を経験している。さらに岩手大学教育学部中学校

教員養成課程家政教育議産の3-4年次学生49名に対

し，以下に示す質問2を自由記述させたc 間I1又数は

49名である。この学生たちは回答時点で全員教育実

習を経験しているc

2.2 調査内容

内容は，学校現場で務装教育，特に似合う衣服や

好きな衣服といった偲人差のある事柄を題材として

取り扱うことに対する考え方，また，これまで自身
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がノj、，中，高等学校を通じて学習してきた着装教育 体を着飾り，個性や美意識を表現するため，自身を

の内容についてである。 2つの質問を以下に示す。 効果的に演出するために衣報を着用することであ

(索開 1)小学校や中学校の被報教育で好きな衣服，

似合う衣服といった個人の好みを取り扱うことにつ

いてどう考えるか述べなさい。

2)学校でこの題材を絞り上げる場合，どのよ

うな取り上げ方をしてどこまで学習させるべきだと

思いますか，また何を学んで，何を身につけてほし

いと思いますか。さらに，あなた自身はこれまでど

んなことを学んできましたか。それは満足するもの

でしたか，について述べなさい。

2.3 分析

られた回答をもとに，大学生が考える「表装J~こ

関する考え方，興味の桂皮を探った。また，ある意

味極めて内面的で個人差のある事柄について学校の

題材として扱うことに対する考え方を，必要性，実

現の可能性といった視点から読み取った。

3.結果および考察

3.1 快適な着装とは

ヒトが衣搬を身につける目的，機能にはいろいろ

ある。最も基本的なこととして挙げられるのが

健衛生上の機能Jと呼ばれるものである。これは気

候，気j昆，温度，天気といったまわりの温熱環境か

ら身を守るために衣服を着用することで，簡単に言

うと，寒いときには媛かく，暑いときには涼しく，日

産しの強いときは日光を避けるように着こなすこと

である。また， 1生活活動上の機能jと呼ばれるもの

は，作業や運動をしやすくしたり，さまざまな危険

から身体を守るために清清することで，動作を妨げ

きやすくしたり，時には記録を向上させるため

に身につけるスポーツウエア，各種作業着，熱から

身を守る消防瓶，けがや寒さに備えた登山蹴などが

挙げられる。

一方， 1社会生活上の機能」と呼ばれるものは，

交，i義札，襟識として重要な役割をもつもので，

会生活の場においてその場にふさわしく人との交わ

りを円滑にするためや，警察官の市Ij瓶に代表される

ようにその人の所長誌が他の人にわかることを目的と

した着用である。学校の制服もこれに当てはまる。

さらに「装身上の機能Jと呼ばれるものがあり，身

26 
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これらの機諮は，すべて f快適さを得るJことを

目的としている点で一致する。しかし，その快適さ

の対象は，前者の「保健衛生上，生活活動上の機能j

lま「身体的'1夫適さ」であり，後者の「社会生活上，装

身上の機能jは「心理的快適さ」で， 2つに大別さ

れると考えてよいcすなわち，衣服の着用には必ず

「身体的快適さJと「心理的快適さJの両方が河持に

関わっており， 1間々の場面の状況によってどちらを

優先させるべきかを常に着用者自身が考える必要が

ある。従って，常に快適な着用を意識しながら豊か

な衣生活を送るためには，前述したどちらを優先さ

せるべきかを考えたり，よりふさわしい判断ができ

る能力を身につけていなくてはならないと言えょ

っ。

3.2 被服教育における薗方，藤周の指導

小学校から高等学校にかけて，これまで家庭科謂

連科目で取り扱われてきた着方の指導は， 1身体的

快適さjを目的とした内容が主であったと言って悲

し支えないc寒いときの暖かい着方や運動で汗をか

いたあとの着替えの必要性などは，一般的な答えが

すでにあり，ほぼすべての人に同等にあてはまる。

こうした内容は，たとえば算数で 11たす1は2ですj

というのと伊11ぷで，到達昌標がはっきりしているた

め lクラス 30-40名の児童生徒に対して教える場合

もある程度扱いやすく，教蹄としても取り上げやす

し、G

しかし， 1心理的快適さJについて取り扱う場合は

ある程茂の難しさが伴う。それでも「社会生活上の

に関しては，衣服が所属や職業をあらわした

り，行事などによって衣瓶や着方のきまりがあるこ

と，それぞれの場にふさわしい若方があることな

ど，いわゆる社会常識(あくまで日本など自分たち

が生活している地域における常識であるが)が確立

されているため答えが限られており，指導しやすい

内容と雷えるであろう c 残るのは「装身Jを目的と

した着方である。冒頭に書いたように，平成 14年授

から実施される中学校の学習指導要領では 11同性
を生かす着用」が明記されており，これまで以上に

教科番でも大きく寂り扱われていることから，今後



はその指導に真剣に取り組まなければならなくなる

のは必至であるc

の概念は非常に多種多綾で， しかも人に

よって大きく異なるため，多人数の児童生徒に立すし

閉じ教室で指導するにはかなりの剖難を伴うと予想

される。また，その人にとって「似合うー似合わな

いJも大切であるが，たとえ似合うと言われた践で

も，本人が気に入らなければ器用にまで歪らない。

これは，学校現場に「好きか一議長いかjという他人

に依存する判断基準を持ち込むもので，これまでは

ほとんどの場合でfよいか一わるいかjの道徳的，

会的基準で判断してきた学校にとっては非常に異質

であり，ある意味画期的といえるものである。さら

に，多くの中学校には指定された制服があり，クラ

スメートや友人たちとは自分と悶じ市Ij競を務ている

姿でほ段毎日接しているのが現状である。会員が同

じ報を着ているクラス内で， 11間性を生かすえ雪崩Jと

言われでも現実感がなくピンと来ないのが通常の状

況ではないか。さらに，毎年のように変化する「流

についても無視できない。ミニスカートが流行

しているときに「あなたにはロングスカートが似合

うjと雷われでもやはり務用をためらう。 流行を考

えると，今年指導した内容が来年も同じように使え

るとは限らず，その年々の社会の情勢を見様めなが

らの展開が常に必要になる。

以上のように「装身jについて題材として取り扱

うには，どこを落とし所として授業を展開するかを

考えるだけでもかなり困難が予想され，問時にこれ

まで以上に教締の力量が必要とされる部分だと言え

る。

3.3 大学生が着装教育に求めているもの(質問1

より)

ここで，大学生のアンケートからいくつか意見を

挙げる。

lに関して，学校で好きな衣服，似合う衣服

について取り扱うことに対し，肯定的な答えだった

のは 52名 (60.5%)，否定的な答えだ、ったのは30名

(34.9%)，特に常定も否定もせずどちらでもないと答

えたのは4名 (4.7%) だ、った。

肯定的な意見のなかで代表的なのは，問主しいと

思うがやるべきだ」というもので，実際に取り扱う

のには数締としてかなりの困難カ河半うことを自覚し

東北家庭科教育研究 No.l， pp. 25-33 (2002.5) 

ながらも， 1やってみるべきだ，自分も習ってみた

かった，ゃったら楽しいと思うJと述べているもの

が多い。以下 1. Jで始まる部分は学生の意見であ

る。一部筆者の判断で袋、親告してある。

-大切なことであると思う。小学生にとって衣服は

ほとんど殺から買い与えられるものだが，将来を

見越して自分のスタイル，自分らしさを確立する

ことは大切であると思う。

しいと思うが，好きな服を考えることは告弓理

解につながるし，なにより服を選ぶのが楽しくな

ると思う。

-好きな衣服を学習することで，自分について知る

ことができる一つの機会になっていいと思う。

自分に似合うものがわかることによって，自分自

身がわかってくると思うのでとてもよい。

-自分の好みは串分でよくわかっているはずだけ

と他人からこれも似合うよ，と指摘されること

によって新しい発見ができるかもしれない。

-自分について他人の考えと自分の考えをよヒべるこ

とができればとてもよいと思う。

・人に見てもらって，自分の好みと人から見た似合

うの違いが学習できておもしろいと思う。

これらの意見は「自分自身の発見につながるJと

いう点から肯定しているものである。 f衣服の務用

が自己表現の場である」という概念から学習させる

ことによって，自分が何者かという自己発見や自己

確立，自己常定につながる意識を育てる題材だと考

えている。また，他人から自分について意見を言っ

てもらうことで，今まで知らなかった部分を知り，

自分を客観的に見る機会を与えるきっかけとして期

待しているのが読み取れる。

-私l立学校で習ってこなかった。しかし，教育ごの中

には他人個人を尊重する，大切にするという動き

があると思うので，ぜひ取り上げたほうがいいと

思う。

-眼装は他性を出せる方法の一つなので教えた方が

よい0

・好みには個人の個性が表れ，興味も湧き意見を出

し合うことで感性も磨かれて個人を認めあうこと

につながると思う。
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-子どもたちはそれぞれ自分の個性を持っており，

それが線装に表れるのを否定することはできない

と思う。

-好みというのは倒性を表すことになる。今の学校

では個性を出す場が必要だと思うので，被服の好

みは必要だと思う。そうでなければみんなと同じ

ことしかできない人間になってしまうのではない

だろうか。一番分かりやすい個性の教育は外見的

なもの，つまり服装から入るべきだと思う c

これらの意見は.r儲性」について学習するいい題

材だととらえている。好きな衣服や似合う衣服はみ

んな遣うことを知ることで，自分と違う他人を認め

るきっかけになると考えている。特に最後の意見

は.1間性というある意味とらえどころのない概念を

自分で表現したり，他人から見ても分かりやすいの

は服装であるといっており，内面の個性に比べて学

習しやすいと考えているのがわかる。さらに，家庭

科だけにとどまらず，衣服の授業をきっかけにして

他の教科へも発展でき，内閣の個性の学習に発展さ

せていく可能性を期待させる。

-自分の好きな瓶を着ることで，気持ち的にプラス

思考になることは実際あるので取り扱っていいと

思う。

-自分らしさを表現することは大切で，今の若者に

は少し足りないことだと思うのでやるべきだと思

つG

-倒性を大切にするため，自分自身が他の人とは違

うことを表現するためにはとても重要なことだと

思う。

これらの意見は.r自己表現Jの場のーっとして着

用をとらえている。似合う線を羨ることで気分がよ

くなったり，自分らしさを出すことで満足感を得る

ための手段として衣服の着用が有効だと考えてい

るc また，これをきっかけにして何事にも積極的に

取り殺んだり，自分の考えをきちんと主張できる生

徒たちを育てることにつながる可能性もあり，やは

り被脹教育だけにとどまらない発展性が期待でき

る。

jよj、上のように，学習することに肯定的な意見は多
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くあったが，そう記述しながらも自分はこういう

業は受けてこなかったという意見がほとんと舎であっ

たorやってみたかったJ，Iもしゃったら楽しいと患

う」という意見も比較的多く.r似合う衣販を知りた

いjという欲求が大学生にもあることを示唆してい

る。これは，今まで学翠してきた被服の内容にかな

らずしも満足していないとも受け寂れるが，現在毎

日自由な服で通学していることに少なからず苦労し

ている現実も反映していると解釈でき，今でも実際

に学翠してみたいという考えにつながっていると読

み取れる。

3.4指導の難しぢ(質問 1より)

一方，否定的な意見も多くあった。代表的なのは，

「あまりにも他人差があることを一つの教室で学習

するのは無理がある」とするもので，何を教えるの

かわからないというものであった。学校教育では，

ある程度答えがしぼれる内容でないと難しいという

意見や，そのような個人的な内容は学校にはふさわ

しくないとする意見もあった。

具体的な意見を挙げる.

-十人十色なことを師十人も一斉に何を教えるの

か，とても難しいことだと思う。

-他人差が大きすぎるので，一貫して教えるのはい

ろいろと難しい面もあると思う。

個人差が大きく答えを一つにしlまれない内容を扱

うのは，教師の立場として非常に難しいという考え

がよく表れている意見である。また，クラスの人数

分だけ回答も別々にあるという題材は，一斉設業に

はなじまないと感じている。そもそも何を教えてい

いのかわからないし，なにより授業がまとまるのか

という教締の力量が関われる部分に不安や難しさを

感じるのであろう。

-衣服の好みなどは学習によって得るものではない

と思う 0

・8分の中で決めていくことなので，わざわざ教え

なくてもよいと思う。

-自分の服装について他人からとやかく言われる必

要は全くないと思う。

-似合うとか好きということは人それぞれなので，



わざわざ学校で取り扱う必要はないと思う。

・8々 の生活の仁村で、個人の好みはわかることだと思

う。それに，他人の好みについて何か言うことは

教師にはできないししてはいけないことだと思

つ。
-好みは自分の自由であり，学校で取り扱うことは

やめたほうがよいcやっても学校好みの授業にな

ると思う。

これらは，学ぶ生従側の立場に立った意見で.1愚

人的なことに学校が立ち入ってほしくないとする考

えである。自分の服装はある程度プライパシーに関

わることであり，公の場で絞り扱うことではないと

感じている。また，これについては臼々の生活の中

で自然に身につくことであり，友だちどうしゃ家族

問で話すことはあっても学校には関係ないというこ

とであろう。自分とは異なった価値観を指摘され，

よっては押しつけられることへの批判も感じ

取れる。特に最後の2つの意見は，教締や学校の関

わりを明確に否定し距否している。これは，学生が

これまでの経験をふまえながら，教締，学校に対し

て持っているイメージが反映されていると考えるこ

ともできる。

'13分に{以あった脆のような個人的なことを人の前

で取り扱われるのは恥ずかしく，いやな気分にな

る0

.俄人個人の感性や考えを表現できていいと思う

が，自分に自信のない生徒もいるので少し開題が

あると思う。

この2つの意見は，個人的なことを他人に知られ

たくないとするものである。自分について他人が克

て，話して，評価することに対する拒否反応、である。

しかもみんなの読でとなると，そこにはかなり不安

がつきまとうと感じている。自分に自信がある人は

いいが，そうでない人にとっては間心地の悪い授業

になる心配がある。

-小学生は親が服を沼意してくれるし，中学生は毎

日制服を着ているのでやらなくてもいいと思う c

.たとえ自分に似合う服や好きな臨がわかったとし

ても，実際にはすべてが白出になるわけで、はない
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ため，どう教えたらいいのかわからない。

-学校で学習しでも，実j閉ま学習した通りになると

は思えないので必要ないと思う。

-私の学校は校制が厳しかったので，そのような学

校で好みについて扱うのは難しいと思うし，生徒

も先生に対して反惑を抱くと思う c

-制報を着ていながらの好きな衣服，似合う衣服の

授業は難しいと思う c

これらの意見は，そもそもこのような授業は必要

ないとするものである。たとえ学んで、も実際は好き

な被服を着た 1)選んだりできるわけで、はなく，日常

生活の中で必要性を感じていなし九こうした意見が

出てくる背景の一つには学校の制服の存在があると

考えられる。たとえ似合う蹴がわかったとしても，

制服で過ごすことの多い生徒たちにとってはそれを

実践する機会が少ない。また，休日で、あっても完全

に市IJ臨から開放されるとは限らない状況があるc

さらに，指定された制服があることで影響を及iま

しているのは.6常の衣服を自分で選ぶ機会がない

(なかった)ことである。小学生のうちは殺が選んで

くれていた，中学生，高校生になったら制服だった，

という生活では，そもそも自分の意識のやに似合う

服や好きな服という概念が生まれたり育ったりする

きっかけを探すのは難しい。学校へ行く朝は何も考

えず機械的に制服を着る，ソックスやコート，靴に

も制約がある，この他にも校則が厳しくてヘアスタ

イルの自由もままならない，という状況下ではその

日の天候がどうであっても，気分がどうであっても

毎日の槍好は決まっている。そこには，似合う，好

きなという基謀長は入り込めず，存在しないと言って

もよい。このあたりが「実際は学習した通りになる

とは思えない」という考えにつながっていると推察

できるc

これに関連して，最後の意見に治朗読を着ていな

がらの授業は難しいと思うjとあるが，この指橋l立

教師にとって授業の展開に大きく影響する事柄であ

る。すなわち，日間性を生かす器用jを授業の主題と

しながら，教室の生徒会員が同じ眼装をしたなかで

の展開となる。生徒たちにとっても，他のクラスメ

ートがその日ばかりでなく，毎日同じ格好をしてい

る姿しか見ていない，しかも自分自身も毎日 ほほ同

じ格好をして生活している。このような状況の中で
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天木:後服教育における を生かす着用j

「偲'1剖を取り扱うことの難しさは想像に難くない。

しかも，内面的な{母性ではなく，報装という外国的

な一日でわかる部分である。

も難しいのは，生徒への動機づけではないか。

前述したように，学んでも生活の中で生かせないこ

とに加え，皆同じ格好をしている教室内の雰囲気の

中でそれとは全く異質な方向，すなわち， i人には似

合う殺や色がありそれは人によって異なる」と言わ

れでも現実感に乏しく想像しにくい。これでは学習

への意欲もかき立てられにくく，何のためにこれを

学習しているのかの自擦が見つけにくいなど，机上

の空論に終わる可能性もあるc まさか，今は役に立

たないが学校を卒業して好きな報が着られる大学生

や社会人になったときには役立つから，と初めから

言っておくわけではあるまいcまた， r個性を生かす

着用Jを指導しながらも，一方で厳しい校則を強い

る教師に対して生徒はう予績を感じ，時には反発を買

う可能性もある，というのはアンケートの意克の通

りである。

3.5 学生が考える薗装教育(質問2より)

質問2では，家政教育専攻学生に対し，授業で着

用，着方を叡り上げる際の方法や考え方を聞いたc

ほとんどが自身が教師の立場に立って回答してい

る。中には教育実習中に得られた経験に基づいた考

えもあった。具体的な意見を挙げる。

-この題材を学校で取り上げる場合は，天気， i昆

度，湿度，時間を教師が指定し，生徒にはそれぞ、

れ「身体的快適さjと f心理的快適さ」を求める

状況や場面を考えさせ，なぜそう思うのかも合わ

せて発表させるのがよいと思う。

これは，自然環境条件を教師が設定し，生徒はい

ろいろな場面を設定して指定された自然環境下での

ふさわしい服装を考えるという具体的な授業提案で

ある。たとえば，教師が設定した r7月，外気温28

茂，湿度65%，靖，午後 i時ごろ」という条件をふ

まえ，生徒は「野球観戦に行くときJiデパートに買

い物に行くときJr知人の親の葬儀に行くときJi就
職の面接に行くときJなどの場面を設定してそれぞ

れにふさわしい服装を考え，その理由も考えながら

「快適さjの概念を学ばせる展開であるc
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る一考察

-学校で快適な着装を学ばせるのは，視点を絞って

学習させないと難しいと思う。快適な着装はさま

ざまな因子から成り立っていて，それらを一つ一

つ学習させることは時間的にできない。夜、が教脊

実習で行った授業でもいろいろな資料を出して比

較させたが，生徒はあまりたくさんの資料を取り

入れても一つの視点でしか考えることができな

かった。

授業のゴールを快適な着装と決めていても，それ

を得るにはさまざまな視点から考えなければならな

い。しかし生徒の実態は，物差しをたくさん与えら

れすぎると混乱してゴールにたどり着けないことを

懸念している意見である。

-学校の題材として取り上げる場合は，やはり衣月誌

の機能と状況に合わせた着装の仕方を中心に考

え，販に対するその子なりの価値観や，賊による

自己表現の仕方などを学べるようにしたいc しか

し，誤った務方をしていたのでは社会的に問題で

あるc 従って，ある程度知っておかなければなら

ない決まりごとや着装のポイントを学んだ後で，

自分だったらどんな工夫ができるか，それはどう

いったことによい影響を与えるかなどを考えさせ

てみたい。

-中学校でこの題材を取り上げる場合には，まず

「身体的快適さjについて学ばせてから「心理的

快適さJを学ばせたし、実際に教育実習の時に取

り組んだのが「快適な着装jについてだ、ったが，

指導案もこの順番で作成した。「身体的快適さ」

は，保温性を題材とし，重ね着の効果から空気の

重要性を理解させたが布地の特鍛をもう少し追及

するべきだ‘ったと思う。要!gしいと感じたのは「心

理的快適さ」で， TPOに合わせて衣服を選択する

と雷つでも実擦の中学生は出かける場所も持って

いる澱も限りがあるので，どうもピンとくるもの

のように思われなかった。さらに，個性を衣服で

表現することについてはもっと難しく感じられ

た。しかし，ファッション性が先立つと「身体的

快適さ」が無視されがちなように思われる。

-現代社会の中で社会現象として扱われる若い人の

ファッションは，自まぐるしく変化し，時には厚



底草ftのような危険なものまで流行する。 TVや雑

誌にあおられてみんなもやっているからという理

由で自分も同じような服装をすることは余りよく

ないことだと思う。授業では，本来持っている被

服の機能について見宣したり，心理的な満足のみ

を追い求めることで身体的にはどのような影響が

あるのかを考える場にすべきだと考える。そのた

めには基礎的な知識が必要であり，蹴の構造や繊

維の知識について，自分たちの身近な服から話を

進めていくとよいと思う c

. r身体的快適さJと「心理的快適さ」というのは

わっている。ただ，どちらかが少しだけ

されているかどうかではないか。学校でこの

題材を取り上げる場合，私は正しい優先の仕方を

自分で判断できる力を持てるような学習を進めて

いきたい。社会には礼儀があるので，いくら自分

が嫌だ，不快だと感じても逆らえない販装という

ものがあったり，衛生上適した着方が重要なこと

や，自分のからだの健康状態と相談して適した着

姿ができる力を持てるようになってほしいと思

つ。

これらは，偲人的な価値観の部分に入る前に，み

んなに共通するポイントをしっかり抑えておくべき

だとする意見である。その例として，服装に関する

社会的なルール(いわゆる常識とも替える部分)や

繊維や布の性質といった「身体的快適さjに関わる

知識を挙げており，自己表現や偲性はあくまでその

次の段i桜ととらえている。特に3つめの意見は，学

身体的快適さを中心に学習しているのに対

し， TVや雑誌で目にするのは流行ファッションに

ついてばかりで，ギャッブが大きいことを指摘して

おり，向者をどう関連づけるかを学校で取り扱う必

要があると述べているc さらに最後の意晃は，伊jじ

く両者の関わりの重要さを指摘しながl?，正しい判

きる力を育てることを目標にするべきだと述

べている。いずれも，まわりの環境や取り巻く多く

の情報を受け入れたうえで，最後は自分自身で考え

て決定することが大切であり，それに耐える能力を

餐うことが必要だと考えているc

-中学校，高校の多くは制臨がある。集団的な意識

を高める上ではいいのかもしれないが，身体的快
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適さを欠くことが多かったような感じがした。夏

の暑いときでもきちんとネクタイをしめなければ

ならないことや，冬の寒いときにセーラ一服だと

なかなか対策がとりにくいなど，おIj販は毎日の洋

服選びの手間からは逃げることができるけれど，

茂対に告白に調節することは難しい。こんな日常

生活を送っている生徒たちに快適な若装について

の授業を行うことは難しいと思う。取り扱ったと

してもなかなか実行されにくいのではないかと

思った0

・快適な藩装について教えるならば，小学校では

「身体的快適さjを教え，中，高校では「心理的

快適さjを教えるとよい。中学に入ると制服であ

り，みんな同じでつまらないと思う生徒も出てく

ると思うし，制服だけだと衣瓶の組み合わせ方に

ついてあまり考える時間はないと思うので，どん

な場合にどんな服を着ればよいか考えさせるとよ

いだろう。

この2つは，制服に関連した意見である。 1つめは

3.4でも述べたように，着装教脊を行う上で制販の存

在が少なからずネックになるとしている O さらに身

体的にも快適な衣服ではなかったと指摘しており，

この学生にとって制服はあまりいい印象がないこと

が読み取れる。 2つめは向じように告IJ蹴にあまりい

い印象を持っていないが，制服主体の生活でかなら

ずしも満足な衣生活を送っておらず，それについて

考える機会もない生徒たちだからこそ，いろいろな

衣競について学習させる意味があると考えているc

この2つは，同じ状況にあっても，教師がどこに視

点をおくかで授業展開の可能性が全く異なることを

示しており，大変興味深い。

-学校で個性や{郎億観の育成を主とした授業をした

場合，教郎から評価しにくいという難点があるか

もしれない。

最後の意見は評価に関する指擦である。教材とし

て絞り上げる以上，評{聞は必ずついて甜るc 答えが

一人一人異なり，個々の内部の価億観に関わること

について，何を評{函基準とするかは非常に難しく，

悩む部分であるc

以上，質問2に関わる意見を挙げたが，ほほ全員
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天水.後続致事手における If間企を生かす去を用Jの指導に関する一考察

が， 11題性を生かす着用」とは言っても「身体的快適

さJ抜きには成り立たないことを指摘していた。中

学校学管指導要領(平成10年12丹)解説一技術・家

庭編ーによると， 1小学校家庭科で学習した保健衛

生上の着方と生活活動上の着方を踏まえて，衣服の

社会生活上の機能を中心に取り上げ，時・場所・場

合に応じた衣服の着用や， 1間性を生かす着沼の工夫

ができるようにする。jとある。着方についての基本

的知識を身につけた上での個性であり，これを怒視

して似合う衣服や好きな衣服が独り歩きすることは

適切でないということであろう。

3.6 指導の考え方

ここでは，学生たちが指摘してきた肯定的な意克

や否定的な意見をふまえながら，実際に授業に攻り

組むにあたっての筆者の考えを述べる。

はじめに基本的に押さえておきたいことは，学生

のアンケートにも示されているように， 1難しいと

思うカ汀「実生活に生かせない可能性もあるがJ
約はあると思うが」と指摘しながらも， 1やるべき

だJ1ゃったら楽しいと思うJ1自分も学んでみたい

(みたかったけと考えていることであり，筆者もこ

の意見に賛成である。

一方で，小，中，高等学校を通じてこれまで学習

してきた被服の内容について開いたところ(

2)，多く記述されていたのは，被服製作実習につい

てであった。長い時間をかけていろいろなものを製

作した記憶は，多くの学生の心に印象として残って

いた。その他の部分に関する記述はほとんどなく，

あまり覚えていない，思い出せないなど，全体的に

印象はi専かった。しかし，衣視を着ることは誰もが

毎日経験していることで，その|筏{可を着るかは最も

身近な毎日の課題である。また，冬の寒いときに暖

かい格好をして寒さが和らいだ11寺や，自分が気に

入った衣蹴を惹用した時に'決適な気分になるのは，

誰もが一度は経験していることだと思う c このよ

うに，本来衣販を着ることは楽しいことであり，人

によっては何を着るか迷う段階を含めて楽しさを感

じている場合もあるcこれはおいしい物を食べたと

きにいい気分になり，また食べてみたいと思うこと

に類似した感覚，感情と蓄えるのではないかc この

ように，着方を指導することで，最終的に児童生徒

が「務ることは楽しいJという感覚を持つことがで、
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きれば大変望ましいと考える。もちろん，学生の指

摘にもあるように，基本となる知識(被服材料の特

徴，快適な衣服内気候の形成条件など)や社会主主活

の場でのルール(その場にふさわしい服装など)と

関連づけることを志、れてはならず，それを踏まえた

うえで衣服を選択させることは言うまでもない。

「倒人的なことは学校の授業になじまないjとい

う否定的;意見もあったが，これは，調査した大学生

が過去に受けてきた授業の経験からでたことであろ

う。授業時間ごとに設定される主題には，あらかじ

め教締が決めた屈答があり，そこにたどり若くこと

を話的として展開されることが多い。その盟答はた

いてい一つであり，その方が教師としても取り組み

やすい。しかし， 1個性を生かした着用Jに濁しでは

問答が無数にある。これが一斉授業になじまないと

指摘される部分であるが，たとえば，美術で、絵を搭

く，閤諾で作文を書くといった授業を考えてみよ

う。絵や作文は，個人の内面にある感情や意識の表

現手段で，その作品は一人ひとり異なる。自分自身

と対話しながら，その内容を絵や文章に表現してい

くことを考えると，自分の好きな色，服装，似合い

そうな倍好を考えながら，それを衣服の務用という

手段で表現することと似ているのではないか。その

後絵の観食会や作文発表を行って他の生徒に披露

し，感想、を雷い合うことも普通に行われており，自

分の着装をみんなに見てもらって意見を開くことと

同じである。「十人十色で個人差の大きいJことを学

校で、はすでに他の分野で行っているのであるcそう

いった規点に立てば，それほど違和感はないと思う

がどうであろうか。

これまでの被眼分野における着方の授業は，

いえ雪方一わるい着ー方jを判断基準として行われてき

た部分が多かったC 今聞の指導要領の改定により，

好みやf邸主により踏み込んだ授業ができるようにな

り，ますます自由度の高い内容になる。その分，生

徒の個性を題材としながらも，教師の考えや{耐直観

が授業に反映されやすくなり，ある意味教師の個性

が表れるものとなる。その点を十分認識しながら取

り扱う心構えが必要な題材であることを忘れてはな

らない。

本報では， 1個性を生かす務用jの指導に対する大

学生や筆者の考えをまとめたが，次段階として，実



i奈の授業展開案，それに基づいた授業実践とその報

告，分析を行い，筆者の考えの妥当性を検証する必

要があると考えているc
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